





学校提案「学びをデザインする子どもたち ～つなぐ ・つむぐ ・つくる～」を受けて国
語科部では，本年度の研究テーマを「学び合いを支える言語活動の充実 ～『思考力』『判






















教師と共に単元全体 自分たちの目指す姿を教師 と 今までの学習経験をいか
課題解決 の見通しをもって学 共に探り，単元全体を見通し しながら，単元全体を見
びを進めていく 。 て学びを進めていく 。 通して学びを進めていく 。
自分の考えを順序立てて 友だちの考えを自分の考えと比べなが 多様な考えに進んでかか
対話 伝え，友だちの考えを分 ら聞き，そこから気づいたことを伝え わり，三位一体の対話で
かろうとたずねる。 合ったり，自分の考えを深めたりする。自己の変容に気づく。
学び方をいかして学 これまでの学び方を目 的に応 これまでの学び方を目的に














































ごとにスイミーヘのメッセージカー ドを書き，そ L.. 
れを「木のたからばこ」にためていった。 学習の
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ばこ」を小グループに分かれて紹介し合った。このような「本のたからばこ」を通した
交流が，子ど もたちにとって，より 充実した読書活動につながっていった。今後は，一


















対話を行っていくことになる。そ こで， (i) どの言葉や描写に着目するか。 (ii) どの
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